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　１１月１５日（日）あすたむらんど徳島を起点
として町内を巡る「あさんウォーキングフェス
タｉｎいたの」が開催されました。
　本格的なウォーキングが楽しめる１０kmコ
ースと気軽に参加できる 4 kmコースにあわ
せて約3,０００人の参加者が秋の板野町でウォ
ーキングを楽しみました。
　会場のあすたむらんど徳島芝生広場では、
仮面ライダーゴーストショーや子どもたちのサ
ッカー教室、大抽選会なども行われました。
また、物販コーナーにも多くの人が訪れ、秋
の一日を楽しみました。
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いたの　すがお
2016年1月号

２

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
方
創
生
事
業
が
ス
タ
ー
ト

　
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
平
成
二

十
八
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
板
野
町
制
施
行
六
十

周
年
を
迎
え
、
二
月
十
一
日
の
記

念
式
典
を
始
め
、
町
民
各
位
ご
参

加
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
数
々
の

記
念
行
事
や
事
業
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、「
ま
ち
　
ひ
と
　
し

ご
と
」
を
中
心
に
地
域
を
活
性
化

す
る
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
板
野

町
計
画
の
策
定
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
こ
の
板
野
町
版
地
方

創
生
の
各
事
業
を
確
実
に
進
め
、

未
来
に
向
け
て
板
野
町
創
生
の
初

年
度
と
捉
え
、
各
事
業
の
着
実
な

実
現
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
、
地
方

創
生
事
業
を
中
心
に
、
本
年
一
年

の
町
づ
く
り
へ
の
想
い
を
お
話
し

申
し
上
げ
、
皆
様
方
の
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
な
が
ら
町
政
運
営
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
創
生
の
推
進

●
い
た
の
再
興
・
新
南
海
道
戦
略

　
本
町
で
は
、
有
識
者
及
び
住
民

代
表
に
よ
る
「
板
野
町
地
方
創
生

総
合
戦
略
会
議
」
を
設
置
、
三
回

の
会
議
を
経
て
、
昨
年
十
月
二
十

九
日
に
板
野
町
版
総
合
戦
略
で
あ

る『
い
た
の
再
興《
最
高
》新
南
海

道
戦
略
』を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
戦
略
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
徳
島
県
に
よ
る
「
徳
島
版
地

方
創
生
特
区
」
の
県
内
第
一
号
と

し
て
認
定
を
受
け
た
「『
道
』
を

テ
ー
マ
と
し
た
基
盤
整
備
」
及
び

「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
を
重
点

テ
ー
マ
に
位
置
づ
け
て
お
り
、
い

よ
い
よ
今
年
か
ら
戦
略
に
定
め
た

目
標
の
実
現
に
向
け
て
本
格
的
な

取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

一
．『
道
』を
テ
ー
マ
と
し
た
基
盤

整
備

　
板
野
町
に
は
律
令
時
代
よ
り
古

代
の
官
道
「
南
海
道
」
が
通
り
、

人
・
も
の
・
情
報
が
盛
ん
に
行
き

交
う
交
通
の
要
衝
の
地
と
し
て
栄

え
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
県
道
が

交
差
し
、
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
が

整
備
さ
れ
、
関
西
経
済
圏
か
ら
四

国
の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
た
県
北

部
の
産
業
・
文
化
・
教
育
・
広
域

交
流
拠
点
と
し
て
発
展
す
る
な

ど
、「
道
」
は
板
野
町
に
と
っ
て
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
そ
の

「
道
」を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
一
に
、
本
町
の
交
通
条
件
の

利
便
性
を
活
か
し
、
大
き
な
集
客

力
と
町
物
産
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
、
災

害
時
の
安
心
拠
点
と
し
て
の
機
能

に
加
え
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
整
備
し
、
未
来
の
交
通
体
系

を
先
取
り
す
る
未
来
志
向
型
「
道

の
駅
」
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

　
第
二
に
、
町
内
に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
『
光
の

道
』
に
見
立
て
、
板
野
町
な
ら
で

は
の
歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
誘
致
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

雇
用
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創

出
を
図
り
ま
す
。

二
．
子
育
て
支
援
の
充
実

『
次
世
代
の
板
野
町
を
担
う
の
は

子
ど
も
た
ち
で
す
。』

　
子
育
て
支
援
環
境
を
充
実
し
、

「
子
育
て
す
る
な
ら
板
野
町
」と
思

わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と

で
、
若
い
世
代
の
流
入
・
定
住
、

人
口
減
少
の
抑
制
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、「
出
会
い
・
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
」
へ
と
繋
が

る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

も
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま

す
。
中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無

償
化
や
学
校
給
食
費
の
半
額
助
成

制
度
の
継
続
と
と
も
に
、
今
年
四

月
か
ら
は
幼
稚
園
授
業
料
を
、
十

月
か
ら
は
保
育
料
を
第
一
子
か
ら

無
償
化
す
る
こ
と
で
、子
育
て
世

代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
い
た
し

ま
す
。

　
一
方
で
、
学
校
教
育
に
つ
い
て

も
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
、
平
成
二
十
七
年

四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
全
て
の
子
ど
も
が
安
心

し
て
学
べ
る
、
わ
か
り
や
す
い
授

業
や
家
庭
学
習
の
充
実
と
い
う
視

点
か
ら
確
か
な
学
力
の
定
着
を
図

る
こ
と
が
、
町
の
定
住
人
口
の
増

加
を
図
る
上
で
も
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
、
将
来
の
板
野
町
の
人
材

育
成
を
目
的
と
し
た
「
板
野
町
教

育
大
綱
」
の
策
定
を
進
め
て
い
き

ま
す
。 

板
野
町
長
　

玉
　井
　
孝
　治

謹
 賀
 新
 年

　
板
野
町
地
方
創
生
総
合
戦
略
元
年
ス
タ
ー
ト



いたの　すがお
2016年1月号

３

お
知
ら
せ

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

●
個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定

　
昨
年
十
月
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
制
度
が
導
入
さ
れ
、

今
月
か
ら
そ
の
運
用
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、昨
年
十
月

よ
り
各
ご
家
庭
に
個
人
番
号
の
記

載
さ
れ
た「
通
知
カ
ー
ド
」が
送
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
制
度
導
入
後
は
、
社
会
保
障
・

税
・
災
害
対
策
に
お
け
る
各
種
行

政
手
続
に
お
い
て
、
身
元
（
実
存
）

確
認
と
と
も
に
、
個
人
番
号
の
記

載
・
確
認
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
の
際
、
本
人
確
認

書
類
と
し
て
使
用
可
能
な
「
個
人

番
号
カ
ー
ド
」
が
あ
れ
ば
、
こ
の

カ
ー
ド
一
枚
で
番
号
確
認
と
身
元

確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
な
け
れ

ば
通
知
カ
ー
ド
な
ど
番
号
確
認
の

た
め
の
書
類
と
、
運
転
免
許
証
や

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
身
元
確
認
の
た

め
の
二
種
類
の
書
類
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
初
回
交
付
は
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
ご
希
望
の
方
は
、
通
知

カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い
る
申
請

書
に
よ
り
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
番
号
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
使
う
も
の
で
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
町
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
特
定
個
人
情
報

（
個
人
番
号
）の
利
用
と
保
護
に
関

す
る
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、
慎

重
な
運
用
と
と
も
に
情
報
漏
洩
が

起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
管
理
に

は
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

●
春
に
保
育
園
耐
震
補
強
工
事
完
成

　
現
在
、
板
野
保
育
園
管
理
棟
と

わ
か
ば
保
育
園
遊
戯
室
の
耐
震
補

強
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
三
月
末

の
完
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
ま

す
。
今
年
四
月
か
ら
は
板
野
町
の

将
来
を
担
う
園
児
の
皆
様
が
、
安

心
・
安
全
な
保
育
施
設
で
の
保
育

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
昨
年
の
南
小
学
校
区

に
続
き
、
昨
年
九
月
に
は
西
小
学

校
区
で
「
防
災
訓
練
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
や
西
小
学

校
の
児
童
な
ど
約
七
百
名
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、
災
害
時
の
避
難

経
路
確
認
や
会
場
で
の
消
火
訓
練

な
ど
を
体
験
・
学
習
さ
れ
る
と
と

も
に
、
緊
急
物
資
の
輸
送
を
想
定

し
た
陸
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
離
発
着
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
、
今
年
は
東
小
学
校
区
で
の

防
災
訓
練
を
計
画
す
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
支

援
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

●
安
心
・
安
全
な
給
食

　
板
野
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

昨
年
四
月
に
運
用
を
開
始
し
て
か

ら
九
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
や
分
量
な
ど

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生

徒
や
保
護
者
の
皆
様
か
ら
も
概
ね

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
食
材
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町

内
の
業
者
か
ら
町
内
産
の
野
菜
を

購
入
す
る
な
ど
、
地
産
地
消
と
安

心
・
安
全
な
給
食
の
提
供
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
事
故
の
な
い
適
正
な

運
営
を
行
い
、
お
い
し
く
て
安

心
・
安
全
な
給
食
を
児
童
・
生
徒

の
皆
様
に
提
供
し
つ
づ
け
ら
れ
る

よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

●
効
率
と
効
果
に
重
点

　
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
今
年
は
総
合
戦
略
の
実
現
に

向
け
た
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま

す
。

　
今
後
の
国
に
よ
る
「
一
億
総
活

躍
社
会
」
施
策
の
動
向
を
見
守
り

つ
つ
、
板
野
町
総
合
戦
略
に
掲
げ

る
「
新
し
い
人
の
流
れ
」
と
「
安

定
し
た
雇
用
」
を
創
り
出
す
と
と

も
に
「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

環
境
」
と
「
活
力
あ
る
暮
ら
し
や

す
い
地
域
」
を
整
備
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
板
野
町
の
人
口
減
少

傾
向
を
抑
制
し
、
特
殊
出
生
率
の

上
昇
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
役
場
で
は
平
成
二
十
八

年
度
当
初
予
算
の
編
成
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
、
予
算
編
成
の
方
針
と
し

て
、
本
年
度
以
上
の
緊
縮
財
政
を

基
本
に
、
行
政
経
費
を
節
減
す
る

な
ど
、
徹
底
し
た
歳
入
、
歳
出
両

面
で
の
財
源
確
保
を
図
り
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
の
よ
り
高
い
事
業
に
対

し
、
重
点
的
な
予
算
配
分
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
地
域
活
性
化
の
た
め

に
効
率
的
、
効
果
的
な
予
算
と
な

る
よ
う
、
総
合
戦
略
関
連
事
業
予

算
を
は
じ
め
、
将
来
の
板
野
町
を

担
う
児
童
・
生
徒
の
学
校
教
育
の

充
実
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
町
民

の
健
康
増
進
、
福
祉
の
向
上
、
防

災
・
減
災
対
策
、
産
業
の
振
興
と

道
路
・
排
水
路
等
の
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
適
正
な
予

算
編
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
総
合
戦
略
の
目
標
実
現
の
た
め

に
は
多
額
の
事
業
費
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
財
源
と
し
ま
し

て
は
、
町
内
事
業
所
よ
り
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
法
人
町
民
税
の

一
部
を
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
申
（
サ
ル
）
年
で
す
が
、

こ
の
「
申
」
と
い
う
文
字
は
「
伸
」

の
原
字
で
、
物
事
が
グ
ン
グ
ン
伸

び
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昔
話
な
ど
で
サ
ル
は

「
知
恵
者
」と
し
て
登
場
す
る
こ
と

が
多
い
こ
と
か
ら
、
町
民
の
皆
様

と
知
恵
を
出
し
あ
い
結
集
す
る
こ

と
で
、
板
野
町
が
町
民
の
皆
様
と

と
も
に
成
長
・
発
展
し
て
い
け
ま

す
よ
う
、
私
を
先
頭
に
職
員
一
丸

と
な
っ
て
町
政
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
民

の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
新
し

い
こ
の
一
年
が
実
り
多
き
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

　
十
二
月
三
日
、
徳
島
県
庁
に
お

い
て
、「
徳
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
」

の
表
彰
式
が
あ
り
、板
野
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
が
、厚
生
労

働
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
共
に
支
え
あ
う
地
域
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
板
野
町
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十

一
団
体
が
様
々
な
分
野
で
、
熱
心

に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
受
賞

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　　　日　時：2月 7 日（日）
　　　　　　　午後１時から
　　　場　所：板野町文化の館
　　　　　　　さくらホール

　　　ゲスト：徳島少年少女合唱団
　　　　　　　あすなろバレエスタジオ

お問い合わせ
板野町文化の館　☎６７２－５８８８

　板野町では、今年も「いたの童謡とわらべ歌のつどい」
を開催します。遠い昔から歌い継がれてきた童謡、わらべ
歌、叙情歌。優しい歌声や演奏で懐かしい時代へといざなっ
てくれることでしょう。ぜひ、お越しください。

板野町では 今年も「いたの童謡とわらべ歌のつどい

いたの童謡とわらべ歌のつどいいたの童謡とわらべ歌のつどい
第 第 4 回 回

いたの童謡とわらべ歌のつどい
第 4 回

 議
　
長
　
　
　
　
　
　
奥
尾
周
二

副
議
長
　
　
　
　
　
　
大
西
正
一

議
　
員
　
犬
伏
博
昭
・
水
口
昭
彦

　
　
　
　
松
浦
　
昶
・
髙
橋
　
勲

　
　
　
　
東
條
昭
二
・
天
羽
生
美

　
　
　
　
西
川
　
有
・
広
田
勝
己

　
　
　
　
築
本
重
視
・
石
田
　
実

　
　
　
　
吉
岡
輝
昭

事
務
局
職
員
一
同

 町
　
長
　
　
　
　
　
　
玉
井
孝
治

ほ
か
職
員
一
同

 教
育
長
　
　
　
　
　
　
石
井
公
生

ほ
か
委
員
・
職
員
一
同

 会
　
長
　
　
　
　
　
　
玉
井
孝
治

ほ
か
委
員
・
職
員
一
同

 委
員
長
　
　
　
　
　
　
堤
　
信
壽

ほ
か
委
員
一
同

 委
員
長
　
　
　
　
　
　
礒
田
秀
顯

ほ
か
委
員
一
同

 学
識
委
員
　
　
　
　
　
平
岡
芳
和

議
会
選
出
委
員
　
　
　
水
口
昭
彦

　町
議
会

　町
長
部
局

　教
育
委
員
会

　農
業
委
員
会

　固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　選
挙
管
理
委
員
会

　監
査
委
員

　新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
あああああああああああああああああああああああああああああああああ
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししし

新
年
あ
け
ま
し
てててててててててててててててててててててててててててててててててて

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ででででででででででででででででででででででででででででででででで
ととととととととととととととととととととととととととととととととと
ううううううううううううううううううううううううううううううううう
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままままままままままま

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
十
二
月
三
日
、
中
野
久
義
さ
ん

（
大
寺
）
が
「
と
く
し
ま
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
賞
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

中
野
さ
ん
は
、
永
年
に
亘
り
板
野

町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
日
本
舞
踊

の
指
導
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　
中
野
さ
ん
は
「
私
は
こ
れ
ま
で

ホ
ー
ム
の
入
所
者
の
た
め
に
な
れ

ば
と
の
思
い
で
自
分
に
で
き
る
事

を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

賞
を
い
た
だ
き
身
に
余
る
光
栄
で

す
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

徳
島
県
知
事
表
彰

　
　
　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
十
二
月
二
日
、
板
野
警
察
署
に

お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
四
国

管
区
警
察
局
長
と
四
国
交
通
安
全

協
会
長
の
連
名
表
彰
式
が
あ
り
、

宮
武
厚
弘
氏
（
大
寺
）
が
交
通
安

全
功
労
者
表
彰
を
、
山
口
和
夫
氏

（
西
中
富
）が
優
良
運
転
者
表
彰
を

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度

　
四
国
管
区
警
察
局
長
と

　
四
国
交
通
安
全
協
会
長
の
連
名
表
彰
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お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

【
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
】

１
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
現
在
、
板

野
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
平
成
二

十
七
年
中
（
平
成
二
十
七
年
一
月
一

日
～
平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一

日
）
に
所
得
の
あ
っ
た
方

２
、
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
方

　
⑴
　
給
与
の
収
入
金
額
が
二
千
万
円
を

超
え
る
方

　
⑵
　
給
与
所
得
以
外
に
営
業
、
農
業
、

不
動
産
、
年
金
等
の
所
得
が
あ
っ

た
方

　
⑶
　
二
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を

受
け
て
い
る
方

　
⑷
　
平
成
二
十
七
年
中
に
退
職
し
た

方
、
一
定
の
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
な
い
方

　
⑸
　
事
業
所
に
て
年
末
調
整
未
済
の
方

３
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
平
成
二
十

七
年
中
に
所
得
が
な
い
場
合
で
も
申

告
が
必
要
で
す
。）

４
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
・
医
療
費

控
除
（
各
証
明
書
等
添
付
）
を
受
け

よ
う
と
す
る
方

　
　
※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
確
定
申

告
書
、
決
算
書
、
収
支
内
訳
書
な

ど
が
自
宅
で
簡
単
に
作
成
で
き
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
でhttp:/

/w
w
w
.nta.go.jp

に
ア
ク
セ
ス

し
、「
確
定
申
告
情
報
」か
ら
ど
う
ぞ
。

【
申
告
相
談
日
】

　
下
記
の
と
お
り
地
区
ご
と
に
日
程
を
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
受
付
時
間

　
　
　
午
前
九
時
～
十
二
時
、

　
　
　
午
後
一
時
～
四
時

　
　
※
 土
曜
日
、
日
曜
日
は
閉
庁
日
に
つ

き
申
告
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の
】

１
、
印
鑑

２
、
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類
、
帳

簿
、
記
録
簿
、
領
収
書

３
、
給
与
所
得
者
、
年
金
受
給
者
に
つ
い

て
は
源
泉
徴
収
票
又
は
支
払
証
明
書

４
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
等
の
証

明
書
、
社
会
保
険
料
の
領
収
書
、
国

民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

５
、
還
付
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
通
帳
ま

た
は
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

６
、
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

平
成
二
十
七
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
の
領
収
書
等
、
及
び
保
険
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
明
細
書

　
　
※
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
事
前
に
病
院
、
家
族
氏
名
ご
と

に
金
額
の
集
計
を
お
願
い
し
ま

す
。《
集
計
が
お
済
み
の
方
か
ら

順
次
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
》

　
　
　
　
医
療
費
控
除
用
の
封
筒
が
必
要

な
方
は
役
場
税
務
課
窓
口
に
て
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

【
申
告
相
談
日
程
】

※
受
付
時
間

　
午
前
九
時
～
十
二
時

　
午
後
一
時
～
四
時

※
地
区
別
に
分
け
て
お
り
ま
す
が
、
指
定

日
に
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
別
の
日
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
三

町県民税（所得税）確定申告のご案内
（申告相談日程　２月１６日～３月１４日）

申
告
日

二
月
　
十
六
日
㈫

二
月
　
十
七
日
㈬

二
月
　
十
八
日
㈭

二
月
　
十
九
日
㈮

二
月
二
十
二
日
㈪

二
月
二
十
三
日
㈫

二
月
二
十
四
日
㈬

二
月
二
十
五
日
㈭

二
月
二
十
六
日
㈮

二
月
二
十
九
日
㈪

三
月
　
　
一
日
㈫

三
月
　
　
二
日
㈬

三
月
　
　
三
日
㈭

三
月
　
　
四
日
㈮

三
月
　
　
七
日
㈪

三
月
　
　
八
日
㈫

三
月
　
　
九
日
㈬

三
月
　
　
十
日
㈭

三
月
　
十
一
日
㈮

三
月
　
十
四
日
㈪

地
　
区

矢
　
　
　
武

那
東
・
松
谷

羅
漢
・
黒
谷

犬
　
　
　
伏

古
城
・
唐
園

下
　
　
　
庄

西
　
中
　
富

西
　
中
　
富

中
　
久
　
保

川
　
　
　
端

川
　
　
　
端

吹
　
　
　
田

吹
　
　
　
田

大
　
　
　
寺

大
　
　
　
寺

オ
リ
ン
ポ
ス
・

パ
ノ
ラ
マ
・

ス
ー
パ
ー
リ
ッ
チ

郡
頭
・
岡
ノ
宮

新
田
・
東
大
寺

高
樹
・
楠
ノ
本

大
　
　
　
坂

申告会場中央公民館（役場庁舎北側）

　
今
月
納
期
の
税
金
・
保
険
料
は

　
・
町
県
民
税
　
　
　
　
第
三
期

　
・
国
民
健
康
保
険
税
　
第
六
期

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
　
第
六
期

　
・
介
護
保
険
料
　
　
　
第
六
期

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
三

今
月
納
期
の

税
金
・
保
険
料
の

お
知
ら
せ

納期限を守り､ 納め
忘れのないようにし
ましょう。

納期限　2月1日（月）

※税金・保険料は納期限を経過し督促状発付の日から督促手数料がか
かります。また、納期限までに完納しない場合は、納期限の翌日か
ら納付の日までの日数に応じ延滞金がかかります。
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お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
◇ ご自宅のパソコンで申告書等の作成ができます
　パソコンをお持ちの方は国税庁ホームページにアクセスしてください。
　　・国税庁ホームページアドレス　http://www.nta.go.jp
　　・e-Taxホームページアドレス　http://www.e-tax.nta.go.jp

◇ 復興特別所得税の記載漏れにご注意ください
　　　平成２５年分から平成４９年分までの各年分については、所得税と復興特別所得税を併せて申告・

納付することとされています。確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税」欄の記載漏
れのないようご注意ください。

◇ 消費税の申告について
　　　消費税（地方消費税を含む。）の税率は、平成２６年４月１日から８％に引き上げられました。
　　　なお、税率引上げに伴う経過措置により、平成２６年４月１日以後に行われた取引であっても、

旧税率（５％）が適用される場合があります。

◇ 贈与税の申告と納税をお忘れなく
　　　平成２７年１月１日から平成２７年１２月３１日の１年間に、個人からもらった財産の価額が１１０万円

を超えると、贈与税の申告と納税が必要となります。
　　　 なお、贈与により取得した財産について、①相続時精算課税制度、②住宅取得等資金の非課

税制度、③配偶者控除の特例等の適用を受ける場合には、申告期限までに贈与税の申告が必要
となりますのでご注意ください。

◇ 平成２７年分の確定申告期限及び納期限等

◇ 振替納税をご利用の方の振替納付日

　
　　　※あらかじめ指定された預貯金口座の残高のご確認をお願いします。

申告期限及び納期限税　　　目

３月１５日（火）所 得 税 及 び
復興特別所得税

３月３１日（木）消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

３月１５日（火）贈  与  税

提出書類
受付時間相談開始受付時間開設期間

８：３０
～１７：００９：００～８：３０

～１６：００
２月８日（月）
～３月１５日（火）

振　　替　　日税　　　目

４月２０日（水）所得税及び復興特別所得税

４月２５日（月）消 費 税 及 び 地 方 消 費 税

◇ 鳴門税務署の確定申告会場の開設期間等

　
※税金の還付等を受けるための確定申告書は、平成２８年１月１
日以降提出することができます。

※土・日曜日及び祝日は鳴門税務署での相談及び受付は行って
いません。

　（郵送等または鳴門税務署時間外収受箱への投かんにより申
告書等を提出することはできます。）

ご不明な点につきましては、
最寄りの税務署までお問い合わせください。

鳴門税務署　☎６８５－４１０１

　１２月４日から１２月１１日までの期間、役場１階のふれ
あいホールにおいて、平成２７年度　小中学生「税に関
する作品」入選作品を展示しました。

小・中学生の
税に関する作品展示



いたの　すがお
2016年1月号

７

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

　
第
六
十
二
回
文
化
財
防
火
デ
ー
を
記
念
し
、
貴
重

な
文
化
遺
産
を
護
る
た
め
、
消
防
署
、
消
防
団
、
地

元
及
び
文
化
財
関
係
者
が
協
力
し
て
、
防
火
訓
練
を

し
ま
す
。

　と
　
き
　
一
月
二
十
六
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～

と
こ
ろ
　
下
庄
栖
養
八
幡
神
社

　　
消
火
器
の
使
い
方
講
習
会
も
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
レ
ン
を
な
ら
し
ま
す
が
、
訓
練
の
た
め
で
す

の
で
、
火
事
と
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
、
お
気
を
つ
け

く
だ
さ
い
。

　
八
幡
神
社
は
、
室
町
時
代
、
鎌
倉
時
代
に
創
建
さ

れ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
こ
の
地
は
古
く
か
ら
真
弓

原
栖
養
の
里
と
呼
ば
れ
、
地
主
権
現
を
祭
っ
て
い
る

神
社
で
す
。
下
庄
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
に
、
日
々

の
生
活
と
と
も
に
、
篤
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

下庄栖養八幡神社

文
化
財
防
火
デ
ー

▶
文化展の様子

　１１月２１日（土）、２２日（日）文化の館で「平成２７年
度板野町文化祭」が開催されました。
　視聴覚室とギャラリーには、板野町文化協会会員
による写真や日本画、手芸などが多数展示されまし
た。また、さくらホールでは三味線や舞踊、チアダン
ス、詩吟と舞のコラボレーションなどが披露され、会
場を訪れた方は芸術の秋を満喫していました。

平成27年平成27年度度  板野町文化板野町文化祭祭
（第31回文化展・第19回芸能祭（第31回文化展・第19回芸能祭））

▶
芸能祭の様子



いたの　すがお
2016年1月号

８

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

　
人
権
週
間
の
十
二
月
一
日
（
火
）
午
前
、
人
権
擁

護
委
員
が
広
報
車
で
町
内
巡
回
啓
発
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
大
型
量
販
店
で
特
設
人
権
相
談
所
案
内

チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
と
共
に
啓
発
物
品
の
配
布
を
行

い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
、
町
民
の
相
談
に
応
じ
、
人
権
問
題
の
解
決
を
目

指
し
ま
し
た
。

　
役
場
人
権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
八

第６７回
人権週間

口座振替日変更のお知らせ
　板野町では住民サービス向上のためコンピュータシステムの改善を進
めております。これに伴い、平成２８年３月分から口座振替日を変更します
のでお知らせします。

※振替日が休日の場合は翌日となります。
※従来より振替日が毎月末日、再振替日が翌月１５日の項目については変更ありません。

振　替　日対　象
変更後

➡
変更前

水道料金
下水道料金
公営住宅使用料
保育料金
幼稚園授業料

振替日振替日
毎月末日毎月２５日
再振替日再振替日

翌月１５日翌月１０日
（５月と１月は１５日）

お問い合わせは
各担当課にお願いします

水道料金
　　役場水道課　　☎６７２－６００４
下水道料金
　　役場下水道課　☎６７２－５９９３
公営住宅使用料
　　役場建設課　　☎６７２－５９９６
保育料金
　　役場住民課　　☎６７２－５９８４
幼稚園授業料
　　教育委員会　　☎６７２－０１３６

 条
　
件
 

①
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る

こ
と
。（
会
費
の
納
入
者
）

②
十
年
以
上
、
十
五
年
以
上
、
二

十
年
以
上
、
三
十
年
以
上
、
無

事
故
無
違
反
で
あ
る
こ
と
。

（
平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
一

日
現
在
）

 免
許
の
種
類
 

　
普
通
免
許
ま
た
は
二
輪
免
許

（
原
付
免
許
を
含
む
）

《
普
通
・
二
輪
・
原
付
の
免
許
保
有

者
の
場
合
は
、
普
通
免
許
の
取
得

年
月
日
が
対
象
と
な
る
》

 申
請
は
こ
ち
ら
へ
 

　
免
許
証
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、

釈
若

錫
錫
釈

若
錫

役
場
総
務
課
で
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
切
日

　
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
六
日（
火
）

優良
運転者表彰の
申請を
受付します

優良
運転者表彰の
申請を申申 をを
付しま付受付付受付受受受受受付 まますまますますすすまます

優良
運転者表彰の
申請を
受付します

優良
運転者表彰の
申請を
受付します

板野交通安全協会では
優良運転者の表彰を

次のとおり受け付けます。

　
板
野
町
人
権
教
育
推
進
強
調
月

間
（
十
一
月
十
一
日
～
十
二
月
十

日
）
の
十
一
月
二
十
八
日
、
文
化

の
館
で
人
権
問
題
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
問
題
講
演
会
で
は
、
町
内

の
小
・
中
・
高
校
児
童
生
徒
に
よ

る
意
見
発
表
や
人
権
劇
の
発
表
と

共
に
、
芝
原
生
活
文
化
研
究
所
代

表
の
辻
本
一
英
さ
ん
に
よ
る
「
福

を
運
ん
だ
で
こ
ま
わ
し
」
の
講
演

が
あ
り
、
阿
波
木
偶
箱
ま
わ
し
保

存
会
の
皆
さ
ん
が
「
三
番
叟
ま
わ

し
」
な
ど
を
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
併
せ
て
、
人
権
啓
発
文
化

展
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
方
が
作
品
見
学
に
来
場
し
、

鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
啓
発
文
化
展
・
人
権
問
題
講
演
会

▲「三番叟まわし」の様子

▲啓発物品の配布



いたの　すがお
2016年1月号

９

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

お元気ですか 保健師です。お元気でお元気ですか 保健師か 保健師です。
　この時期は、飲み会や食事会が増えてきます。欲求のままに食べたり飲んだりすると太る原因に
なりますが、食事会で食べるのを我慢するとかえってストレスになるときもあります。
　飲み過ぎ・食べ過ぎを少しでも軽減する飲み方・食べ方を紹介します。

・空腹で会に参加しないようにする。
　お腹が空いている時は、勢いよく食べてしまいがちなので少しなにかを食べ、小腹をみたしてお
きましょう。

・低カロリーな料理を間に注文する。
　枝豆、冷奴、野菜スティック、お刺身など低カロリーの料理を間に入れるようにしていきましょ
う。また、アルコールは満腹中枢を麻痺させるため飲み過ぎ・食べ過ぎの原因になります。満腹を
感じるために、料理を注文する時は、野菜料理も必ず選ぶようにしましょう。

・アルコールを飲む時は、アルコール以外の水分（ウーロン茶等）も一緒に摂る。
　お酒（アルコール）の量を抑えるだけでなく水分補給することで翌日の二日酔いもしにくくなり
ます。

・シメの誘惑に負けない。
　デザートや飲んだ後のラーメンは魅力的ですが、体脂肪とし
て吸収されやすいので要注意です。スープやお茶漬けにするか、
どうしても欲しい時は食べるのを少量にしましょう。

　以上のことを心がけながら飲み会・食事会を楽しんでいきましょう。

●お問い合わせ●
役場福祉保健課　健康相談室

（町民センター内）
☎672－5580

　
㈳
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制

度
の
利
用
相
談
を
は
じ
め
、
遺
言

や
相
続
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
生
活
設
計
に
関
す
る
相
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
：
一
月
十
五
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

　
場
所
：
町
民
セ
ン
タ
ー

（
奇
数
月
の
第
三
金
曜
日
ご
と
の

開
催
で
す
。）

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
名
前
等

を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
㈳
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　（
徳
島
県
行
政
書
士
会
内
）

　
　
　
☎
六
二
六－

二
〇
八
三

成年後見・
相続・遺言

無料相談会の
お知らせ

　１１月２１日（土）、２２日（日）徳島市の藍場浜公
園において「とくしま食材フェア２０１５」が開催さ
れました。
　板野町は、町内で採れた“れんこん”や、ふる
さと味づくり研究会の新商品である“れんこん塩
クッキー”、板野町商工会青年部開発の“つけもの
侍いたのすけ”、まちづくり女性の会発案“いたの・
キャロリーヌ（にんじんハンドクリーム）”などの試
食・販売を行い、板野町の特産品をＰＲしました。

とくしま食材フェア２０１5



いたの　すがお
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お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

中央広域環境施設組中央広域環境施設組合合
（中央広域環境センター）からのお知ら（中央広域環境センター）からのお知らせせ

　平成２６年度は、中央広域環境センターへ３０,１１１トンのごみが搬入されました。この内訳は、可燃ご
み２９,７１９トン、小型複合ごみ２４３トン、大型複合（粗大）ごみ１４９トンとなっており、前年度と比べて
１８０トン増えています。

平成２６年度ごみ種類別搬入量

【単位：トン】
種別搬入量計上板町板野町阿波市吉野川市

２０,３２９２,１５２３,２８４６,７１３８,１８０市 ・ 町 収 集可
燃
ご
み

９,３９０１,２１６８８１３,０４４４,２４９許可業者収集
２９,７１９３,３６８４,１６５９,７５７１２,４２９可 燃 ご み 計
２４３１５４３８６９９小型複合ごみ
１４９４１１９３４１大型複合ごみ

３０,１１１
（１００％）

３,３８７
（１１％）

４,２１９
（１４％）

９,９３６
（３３％）

１２,５６９
（４２％）搬入ごみ合計

　当環境センターは、環境に優しい施設として、ごみを有用な５つの資源と電気･ガスエネルギーに活
用することを目的に運営しています。平成２６年度には、溶融スラグ（２,２３１トン）、工業塩（４１６トン）、
塩水（４５７トン）、金属水酸化物（３４８トン）、硫黄（２７トン）を副産物として回収し、再資源化しまし
た。
　精製ガスは、ガス焚きボイラーとガスエンジン発電機の燃料として利用し、発生した蒸気は、施設
内の塩製造設備などで利用しています。発電量は６,９６０千kwhで環境センターの使用電力の約３２％を
賄いました。

平成２６年度ごみ処理状況

活用されるもの副産物の種類

建築資材・路盤材溶融スラグ

塩ビ製品・融雪剤工業塩

化学薬品濃縮塩水

非鉄金属原料金属水酸化物

添加物原料硫黄

ガスエンジン発電機や
ガス焚きボイラーの燃
料

精製ガス

　当環境センターでは、環境保全のために国の環境基準より厳しい基準を設けて運転をしています。
　排ガス及び周辺環境の調査結果は、公害防止審査委員会で審議され、周辺住民の方に公表していま
す。また、ホームページでも公開しています。
　なお、平成２６年度の調査結果は、すべて基準値を下回っています。

環境調査結果はHPで公開中

中央広域環境施設組合　(中央広域環境センター)
TEL ０８８－６３７－７１２７　　FAX ０８８－６３７－７１２８
URL http://www.ck-kankyou.org/
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お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

平成２７年度『ごみに関する標語』募集結果
　当組合では、毎年度、ごみに関する学習の一環として、吉野川市、阿波市、板野町、上板町の組合
管内の小学４年生の皆さんから「ごみに関する標語」の募集をしております。今年度は、川島小学校、
一条小学校、板野南小学校、高志小学校にお願いし、１１５名の児童から応募がありました。厳正な審査
の結果、各校から１名の優秀賞を選定させていただきました。なお、応募作品は当組合「中央広域環
境センター」１階ホールで掲示しています。

「ゴミひとつ　いしきひとつ　エコの町」
川島小学校　４年生　原田　　楓

「分別は　資源とゴミの　分かれ道」
  一条小学校　４年生　安岡　若葉

「ゴミへらし　ムダをへらして　エコロジー」
  板野南小学校　４年生　小川　未来

「リサイクル　一人一人の　心がけ」
  高志小学校　４年生　　田村　昂聖

■職　　種：一般事務補助
■雇用期間：平成２８年４月１日から１年間
■勤　務　先：中央広域環境施設組合
　　　　　　中央広域環境センター
■資格要件：文書作成・表計算ソフト使用可の者
■勤務時間：午前８時３０分～午後５時１５分
■賃　金　等：日額６,０００円　社会保険･雇用保険加入
■募集人員：１名
■年齢要件：なし
■応募方法：市販の履歴書に必要事項（写真必

要）を記入し、募集先まで提出し
てください。※郵送提出不可

■応募期間：平成２８年１月１２日（火）～１月２２日（金）
■試験日時：平成２８年２月４日（木）面接試験
　　　　　　受付：午前８時３０分
　　　　　　面接：午前９時から
■試験会場：中央広域環境施設組合
　　　　　　中央広域環境センター
　
【募集・お問い合わせ先】
　中央広域環境施設組合　総務課
　TEL：０８８－６３７－７１２７
　FAX：０８８－６３７－７１２８

■受付期間：平成２８年２月１日（月）～
　　　　　　平成２８年３月３１日（木）　必着
■有効期間：平成２８年４月１日から
　　　　　　１年間（平成２８年度）
■提出場所：中央広域環境施設組合（郵送可）
■種　　類：建設工事関係
　　　　　　測量・建設コンサルタント関係
　　　　　　運搬関係（一般貨物運送事業許可

業者）
　　　　　　物品の製造・購入・売払・役務提

供関係

※申請書類等は組合ホームページ（下記URL）
からダウンロードしてください。

【提出・お問い合わせ先】　
　〒７７１－１４０２
　阿波市吉野町西条字藤原７０－１
　中央広域環境施設組合　業務課
　TEL：０８８－６３７－７１２７
　FAX：０８８－６３７－７１２８
　URL：http://www.ck-kankyou.org/

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員臨時職員のののののののののののののののののののののの
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募　集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい指名願いのののののののののののののののののののののの
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●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで
作られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったときや、病気や
ケガで障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度です。

◆２０歳になったら国民年金◆

国民年金からのお知ら国民年金からのお知らせせ

◎将来の大きな支えになります
　国民年金は２０歳から６０歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
◎老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病
気や事故で障がいが残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入
者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

新成人の
皆さまへ

国民年金のポイント

★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付
が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専
修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
★「若年者納付猶予制度」
　学生でない３０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納
付が猶予される制度です。　

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

お問い合わせ　役場住民課　☎６７２－５９８４

「板野支援学校作品展」「板野支援学校作品展」のの
お知らお知らせせ

　
　ＮＨＫ徳島放送局視聴者プラザにおいて板野
支援学校の作品展を開催いたします。ぜひご覧
ください。

場所：ＮＨＫ徳島放送局　視聴者プラザ
　　　（徳島市寺島本町東１－２８
　　　　ＮＨＫ徳島放送局１階ロビー）
期間：１月２８日（木）～１月３１日（日）
　　　午前１０時～午後５時
　　　（ただし、土日祝は午後４時まで）
内容：本校小・中・高　全学部より、平面・立

体合わせて約１５０点を展示いたします。
●お問い合わせ●

徳島県立板野支援学校　☎６７２－３４５６

小学生看護体験参加者募小学生看護体験参加者募集集
　
日　時：２月７日（日）
　　　　午後１時３０分から３時３０分まで
参加費：無料
場　所：国立病院機構
　　　　東徳島医療センター附属看護学校
対　象：小学４年生から６年生までの１０名程度
内　容：看護とナイチンゲールのお話、看護体験、
　　　　白衣試着体験
お申し込み：１月７日（木）～１月１５日（金）
　氏名、年齢、性別、連絡先を下記までお申し込み
ください。
お申し込み、お問い合わせ：
　独立行政法人
　国立病院機構東徳島医療センター附属看護学校

☎６７２－４５３４/FAX６３７－５５０３
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●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

☎672－6099  ☎0120-783-577（フリーダイヤル）板野町消費生活相談所
むっとしたら救急！ な  や  み　 いつもないない

お問い合わせ

消 費 生 活 相 談 所 か ら の お 知 ら せ
●悪質な勧誘電話にご注意！　

　突然、業者より電話があり、「あなたが注文した商品を送ります」「今だけのサービスです」「以前買ってい
ただいた方に連絡しています」などと勧誘して、断ると脅しのような口調になって強引に契約をさせたり、
商品を送り付けてきたりします。
　このように、注文した覚えのない商品を勝手に送りつけて、その商品代金を請求する手口のことを、送り
付け商法（ネガティブ・オプション）といいます。
　この時期、「カニなどの魚介類」を勧誘する不審な電話が増加してきます。気を付けましょう。　
【対処法】
・消費者が断っているのに、しつこく勧誘することは法律で禁止されています。
・不要な場合はきっぱりと断り、電話を切りましょう。消費者が承諾しない限り契約は成立しません。
・注文していないのに、商品が届いた場合は、受取拒否をしましょう。
・商品を受け取ってしまった場合は、受け取りから１４日経過後、または商品を引き取るように業者に請求し
た日から７日経過後からは、その商品を処分しても大丈夫です。
・代金引換で商品が届いた場合は、代金を支払わないようにしましょう。一度支払ってしまうと返金が困難
です。
・電話で勧誘され、断りきれず契約を結んでしまった場合は、「クーリング・オフ」といって、契約書面等を
受け取った日から８日間以内であれば、無条件で解除できる制度があります。
・困った時は、板野町消費生活相談所へご相談ください。

●来所、電話、訪問での相談を受け付けています。
〈相談受付時間〉月曜～土曜　午前９時～午後３時

（土曜日は電話対応となります。事前受付者と受付のみ）
※日曜・祝日・年末年始はお休みです。　

１１月の相談件数は　４１件　でした。
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おさいふ学ミニ講座 第５おさいふ学ミニ講座　第５回回
「相続トラブル実例「相続トラブル実例集集
円満相続のすすめ方」円満相続のすすめ方」がが
開講されまし開講されましたた

「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）のご案内
　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。
お子さま１人につき３５０万円以内を、固定金利　年２.０５％（平成２７年１１月１０日現在）で
利用でき、在学期間内は利息のみのご返済とすることができます。
　詳しくは、「国の教育ローン」で検索していただくか、下記のコールセンターへお
問い合わせください。

●お問い合わせ●
〔教育ローンコールセンター〕　☎０５７０－００８６５６（ナビダイヤル）　または　☎（０３）５３２１－８６５６
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●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化にににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい電力小売自由化についてててててててててててててててててててててて
　平成２８年４月１日から家庭や小規模事業所向けの電気の小売販売への新規参入が可能になり、自由に電力
会社や料金メニューを選択できるようになります。ただし、消費者保護のため、少なくとも平成３２年４月まで
は引き続き今と同じ電力会社・料金メニューでも電気を買える制度となっています。（変更の手続きをしなけ
れば自動的に同じ契約に更新されます。）
　なお、平成２８年１月から４月の全面自由化に備えて、変更希望の受付等の事前手続きが開始されます。
　登録小売電気事業者や電力システム改革については、

資源エネルギー庁のホームページ（http://www.enecho.meti.go.jp/）に
　詳しく掲載されていますので、そちらをご確認ください。

●お問い合わせ●
役場環境生活課　☎６７２－５９８７

入札結果をお知らせします

備考落札率金額（税込み）担当課業者名工事箇所工　　　　事　　　　名番号

８５.１２%１０,２４０,５６０円下水道課㈲マルハ土建板野町大寺平成２７年度　板野町公共下水道
岡山路７工区管渠築造工事１

８５.１８%９,１８９,７２０円下水道課㈱小川土木板野町大寺平成２７年度　板野町公共下水道
岡山路８工区管渠築造工事２

８４.１２%３,８３４,０００円下水道課㈲石井工務店板野町吹田平成２７年度　板野町公共下水道
神木２工区舗装復旧工事３

８４.６２%９５０,４００円下水道課㈱池田組板野町犬伏平成２７年度　板野町公共下水道
大柳２工区舗装復旧工事４

８４.１７%５,４５４,０００円下水道課大東興業㈱板野町大寺平成２７年度　板野町公共下水道
岡山路３工区舗装復旧工事５

８６.１７%７,６６８,０００円水道課㈲誉建設板野町川端平成２７年度　板野町川端地区
配水管布設替工事（１工区）６

８６.１４%１０,１４０,１２０円水道課㈱池田組板野町川端平成２７年度　板野町川端地区
配水管布設替工事（２工区）７

８６.３８%６,６０５,２８０円水道課㈲栄建設板野町川端平成２７年度　板野町川端地区
配水管布設替工事（３工区）８

抽選８４.４４%５,４６２,６４０円水道課四国通建工事㈱板野町川端平成２７年度　配水管布設に伴う
舗装復旧工事（１工区）９

８４.７１%５,０１３,３６０円水道課㈱伸建設板野町川端平成２７年度　配水管布設に伴う
舗装復旧工事（２工区）１０

８６.０７%８２７,２８０円水道課三成建設㈱板野町大坂平成２７年度
大坂地区配水管布設替工事１１

８５.６６%２,３８６,８００円建設課㈱月岡組板野町川端
川端橋北外

平成２７年度　
町単独土木事業　道路工事１２

８５.３０%２,４６８,８８０円建設課青木建設㈱板野町西中富
岡田宅の所

平成２７年度
町単独土木事業　排水工事１３

８４.５５%２,７４８,６００円建設課㈱伸建設板野町大寺第６工区平成２７年度
防災安全交付金事業　舗装修繕工事１４

８４.８４%４,７９１,９６０円建設課㈱月岡組板野町那東平成２７年度
地方道路整備事業　舗装工事１５

９２.６７%１７,６０４,０００円教育委員会四国電気工業㈱板野町大坂平成２７年度　板野東小学校大坂分校
太陽光パネル新設工事１６

平成２７年１２月３日入札
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●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●
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板板野野ぴぴょょんん太太ススポポーーツツククララブブ
土金木水火月日

9876543
Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

楽しいテニス
ピンポンクラブ

さわやかテニス
楽しいテニス
スマイル健康講座

グラウンド・ゴルフ
気軽にバド
気軽に卓球
カローリングサークル
元気スポーツ教室
バドサークル

16151413121110
Jrテニス教室
中級テニス教室
Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

楽しいテニス
ピンポンクラブ

さわやかテニス
楽しいテニス
スマイル健康講座

グラウンド・ゴルフ
バドサークル

23222120191817
Jrテニス教室
中級テニス教室
Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

楽しいテニスさわやかテニス
楽しいテニス
スマイル健康講座

グラウンド・ゴルフ
気軽にバド
気軽に卓球
カローリングサークル
元気スポーツ教室
バドサークル

弓道教室

30292827262524
Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

さわやかテニス
楽しいテニス
スマイル健康講座

さわやかテニス
楽しいテニス
スマイル健康講座

カローリングサークル
気軽にバド
気軽に卓球
グラウンド・ゴルフ
元気スポーツ教室
バドサークル

弓道教室

654322／131
Jrテニス教室
中級テニス教室
バドサークル
弓道教室

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

楽しいテニス
スマイル健康講座

さわやかテニス
楽しいテニス
スマイル健康講座

カローリングサークル
気軽にバド
気軽に卓球
グラウンド・ゴルフ
元気スポーツ教室
バドサークル

弓道教室

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎６３５－４８２８）へお気軽にお問い合わせください。

▼徳島県最低賃徳島県最低賃金金
『標準営業約款制度［Ｓマーク］を

ご存知ですか！』

　標準営業約款制度は、法律で定められた消費者（利用者）
擁護に資するための制度です。
　厚生労働大臣認可の約款に従って営業することを登録
した、「理容店」、「美容店」、「クリーニング店」、「め
ん類飲食店」、「一般飲食店」では、店頭にＳマークを
掲げています。登録店は、安心・安全・衛生を約束する
信頼できるお店です。　
　詳しくは、（公財）徳島県生活衛生営業指導センター（☎
６２３－７４００）までお問い合わせください。

厚生労働大臣認可



いたの　すがお
2016年1月号

１６

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
九
月

出
版
さ
れ
た
、
湯
浅
安
夫
の
『
板

野
の
伝
説
』
の
中
に
、
板
野
町
に

残
さ
れ
た
伝
説
四
十
五
編
が
記
録

さ
れ
、
後
世
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
は
こ
の
内
の
二
編
を
紹
介

の
こ
と
と
し
た
い
。

　『
日
本
民
俗
学
大
辞
典
』（
吉
川

弘
文
館
刊
）に
よ
る
と
、「
伝
説
」は

「
イ
ワ
レ
」「
イ
イ
ツ
タ
エ
」な
ど
と

い
わ
れ
、
そ
の
土
地
土
地
に
根
ざ

し
た
形
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
日

本
民
俗
学
を
確
立
し
た
柳
田
国
男

は
、
伝
説
は
こ
れ
を
信
じ
る
人
が

い
る
こ
と
、
記
念
物
が
あ
る
こ

と
、
そ
の
説
明
に
は
決
ま
っ
た
形

式
が
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

　
板
野
町
で
も
『
板
野
の
伝
説
』

に
よ
る
と
、
近
藤
滋
樹
氏
、
三
好

恒
夫
氏
、
近
藤
左
馬
太
氏
、
賀
川

清
氏
、
宮
本
進
氏
の
五
人
の
方
々

が
、
板
野
町
の
伝
説
を
語
り
残
し

て
い
る
。
語
り
つ
ぐ
そ
の
書
で

は
、『
板
野
古
記
』『
日
本
伝
説
叢

書
』『
阿
波
伝
説
集
』『
阿
波
名
木

物
語
』『
石
の
か
た
る
阿
波
』『
阿

波
の
峠
み
ち
』、
そ
し
て
『
板
野
郡

誌
』『
板
野
町
史
』
が
、
伝
説
を
記

録
し
残
し
た
。

　
ま
ず
人
物
に
関
す
る
伝
説
と
し

て
、「
工
匠
実
禄
」
を
紹
介
し
た

い
。
三
好
恒
夫
さ
ん
の
語
り
残
し

た
も
の
だ
。

　
―
実
禄
さ
ん
は
諸
国
を
旅
す
る

腕
の
よ
い
大
工
の
棟
梁
で
あ
っ

た
。
金
泉
寺
の
三
十
三
間
堂
建
立

の
た
め
こ
の
地
に
来
て
、
他
の
大

工
と
棟
を
東
西
に
分
け
て
請
け
負

う
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
実

禄
さ
ん
の
請
け
負
っ
た
部
分
が
一

足
早
く
で
き
あ
が
っ
た
。
そ
れ
を

見
た
お
く
れ
た
大
工
が
、
ね
た
ん

で
わ
ざ
と
ホ
ゾ
（
木
材
と
木
材
と

を
つ
な
ぎ
合
わ
す
た
め
、
他
方
の

穴
に
さ
し
込
む
突
起
部
の
こ
と
）

を
切
り
落
と
し
た
。
こ
れ
を
知
っ

た
実
禄
さ
ん
、
さ
す
が
名
工
た
ち

ま
ち
修
繕
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
。
唐
園
の
小
川
家
で
病
床
に

あ
っ
た
実
禄
さ
ん
は
、
弟
子
に
乞

わ
れ
る
ま
ま
、
仕
法
の
秘
伝
を
伝

え
た
。
死
後
も
大
工
の
信
頼
厚

く
、
設
計
や
切
り
組
み
な
ど
で
思

案
に
余
る
と
、
墓
に
お
参
り
し
て

お
願
い
す
る
と
、
夢
枕
に
立
っ
て

教
え
て
く
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
で

遠
方
か
ら
も
参
詣
が
多
か
っ
た
。

　
唐
園
の
小
川
家
の
屋
敷
内
に
あ

る
数
基
の
墓
の
一
つ
が
実
禄
さ
ん

の
墓
で
あ
る
。
な
お
、
小
川
家
は

代
々
当
地
方
の
大
工
と
し
て
、

数
々
の
建
築
に
 携
 わ
っ
て
き
た
そ

た
ず
さ

う
で
あ
る
。

　
こ
の
伝
説
を
確
認
す
る
た
め
、

十
一
月
二
十
六
日
私
の
知
人
の
板

野
町
 唐
  園
 の
小
川
公
三
さ
ん
に
問

と
う
 の
そ

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
家
の
近
く

の
小
川
武
雄
さ
ん
方
に
、
そ
の
墓

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と

で
、
翌
日
訪
ね
た
。

　
当
日
小
川
ツ
ル
子
さ
ん
（
七
十

八
歳
）が
、そ
の
墓
を
案
内
し
て
く

れ
た
。広
い
屋
敷
の
東
北
の
 隅
 に
、

す
み

お
じ
い
さ
ん
の
代
、か
つ
て
あ
っ

た
庭
よ
り
墓
が
移
さ
れ
た
と
い

う
。
庭
で
は
子
ど
も
た
ち
が
墓
で

遊
ぶ
の
で
移
し
た
と
の
こ
と
だ
。

　
小
川
家
で
は
祖
父
と
父
と
の
二

代
大
工
だ
っ
た
と
い
う
。
実
禄
さ

ん
の
技
倆
が
引
き
つ
が
れ
て
、
そ

の
伝
説
は
真
実
だ
っ
た
の
だ
。

　
動
物
に
関
す
る
伝
説
で
は
、
蓮

教
寺
の
大
蛇
の
話
が
あ
る
。
近
藤

滋
樹
さ
ん
の
談
話
だ
。

　
―
「
蓮
教
寺
の
大
蛇
」

　
旧
松
坂
村
、
桑
内
の
万
徳
山
桑

裏
院
蓮
教
寺
に
は
、
昔
、
非
常
に

大
き
い
桑
の
木
が
あ
っ
た
。
朝
日

が
さ
す
と
そ
の
影
が
西
分
ま
で
と

ど
き
、
夕
日
さ
す
と
応
神
の
西
貞

方
ま
で
影
を
映
す
程
の
大
木
で

あ
っ
た
。

　
付
近
の
住
民
は
、
農
作
物
の
成

長
に
害
が
あ
る
と
、
そ
の
伐
採
を

賴
み
、
住
職
も
同
意
し
て
桑
の
木

を
切
っ
た
。
す
る
と
「
バ
サ
ッ
」

と
大
き
い
音
が
し
て
、
下
に
落
ち

た
も
の
が
あ
っ
た
。
何
か
と
思
っ

て
見
る
と
、
一
斗
樽
程
の
太
さ
の

大
蛇
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
大

蛇
に
は
爪
が
生
え
て
い
た
。
蛇
に

爪
が
生
え
る
の
は
、
一
〇
〇
年
や

二
〇
〇
年
で
生
え
な
い
、
何
百
年

も
の
間
生
息
し
て
大
蛇
は
後
足
に

爪
が
生
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

大
蛇
は
村
人
が
大
勢
で
殺
し
た
。

そ
の
巨
大
な
骨
と
爪
は
寺
に
保
有

さ
れ
て
い
た
が
、
骨
は
出
水
の
た

め
紛
失
し
、
爪
は
寺
宝
と
し
て
幾

重
に
も
布
で
包
ん
で
寺
に
保
有
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　
伝
説
は
ど
こ
の
町
に
も
村
に
も

あ
る
。

　
板
野
町
に
も
多
く
の
伝
説
が
残

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
説

を
、
語
り
つ
い
で
残
し
て
い
く
の

も
、
後
世
の
わ
た
し
た
ち
の
務
め

で
も
あ
る
。

十
二
月
号
の
漢
字
の
ふ
り
が
な
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

「
 管
 玉
」
で
す
。
訂
正
い
た
し
ま
す
。

く
だ

堤　

高
数

其
の 

五
十
八

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

板
野
の
伝
説
を
さ
ぐ

板
野
の
伝
説
を
さ
ぐ
るる

小川武雄氏宅の実禄さんの墓

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●



いたの　すがお
2016年1月号

１７

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き
平
成
２7
年
12
月
15
日
現
在

人口のうごき

手作り講座
ちりめん細工
（節分）

手作り講座
ちりめん細工
（節分）

彩りギャラリー
1月は
  “書道”
　　  です。

彩りギャラリー
1月は
  “書道”
　　  です。

平成２8年1月21日（木）　午前１０時～ 　彩りの舘では、
「彩りギャラリー」
のコーナーにお
いて毎月様々な
作品を展示し、皆
様のお越しをお
待ちしています。

＊材料代5００円が必要です。
＊参加希望の方は、彩りの舘まで事前に
　申し込んでください。
　お問い合わせ　彩りの舘　☎６７２－５４４５

日時

彩りの舘場所

彩りの舘からのお知らせ彩りの舘からのお知らせ

前月比合　計南地区西地区東地区

△　1　6,5311,6641,2323,635男

△　2　7,1171,7421,3554,020女

△　3　13,6483,4062,5877,655合　計

1　5,5291,3061,0333,190世　帯

氏
　
　
　
　
　
名

齋
　

藤
　

ヒ

デ

子

元
　

木
　

マ

ス

ヱ

石

川

次

郎

年
　
　
齢

　83　97　83

住
　
　
所

大
　
　
寺

吹
　
　
田

川
　
　
端

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
すす

親
　
の
　
氏
　
名

笠
　
井
　
英
　
治
　
・
　

幸
　
美

水
　
口
　
陽
　
介
　
・
　

沙
　
知

竹
　
谷
　
昌
　
展
　
・
　

小
百
合

藤
　
坂
　
賢
　
介
　
・
　

さ
く
ら

藤
　
田
　
幸
　
英
　
・
　

千
　
穂

平
　
畠
　
和
　
幸
　
・
　

麻
　
生

織
　
田
　
将
　
弘
　
・
　

知
　
美

子
　の
　名

 瑠
 　
 果
 

ル
 

カ

 照
 

シ
ョ
ウ

 之
  典
 

ノ
 
ス
ケ

 菜
  々
  美
 

ナ
 
ナ
 
ミ

 凪
 

ナ
ギ

 一
 　
 花
 

イ
チ
 

カ

 伊
 　
 織
 

イ
 

オ
リ

 陽
 　
 葵
 

ヒ
 

マ
リ

住
　
　
所

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

川
　
端

矢
　
武

吹
　
田

大
　
寺

性
　別

女男女男女男女

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

夫
　
の
　
氏
　
名

勢
　
井
　
康
　
弘

住
　
　
所

徳
　
島
　
市

妻
　
の
　
氏
　
名

山
　
口
　
有
　
香

住
　
　
所

犬
　
　
伏

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
すす



いたの　すがお
2016年1月号

１８

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
1

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
2

日56789　10　11　12　13　14　15　16
曜
日火水木金土日月火水木金土

行
　
事
/
事
　
業

小
寒

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

平
成
　
年
板
野
町
成
人
式
（
文
化
の
館
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
）　
午
前
　
時
～

２８

１０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

成
人
の
日

板
野
町
消
防
団
出
初
式
（
健
康
の
館
）　
午
前
　
時
～

１０

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１２

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

股
関
節
脱
臼
検
診
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
午
後
２
時

１０

３
歳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

お
話
し
会
（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　
午
後
２
時
　
分
～
３
時

３０

日123456789　10
曜
日月火水木金土日月火水

行
　
事
/
事
　
業

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

立
春

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

第
４
回
い
た
の
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
つ
ど
い
（
文
化
の
館
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
）　
午
後
１
時
～

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
健
康
の
館
）　
午
前
９
時
　
分
～
　
時
　

３０

１２

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０Ca
le
nd
arあ

な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



いたの　すがお
2016年1月号

１９

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

日　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31
曜
日日月火水木金土日月火水木金土日

行
　
事
/
事
　
業

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
２
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

巡
回
職
業
相
談
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

大
寒

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
健
康
の
館
）　
午
後
７
時
　
分
～

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

文
化
財
防
火
訓
練
（
下
庄
　
栖
養
八
幡
神
社
）　
午
前
９
時
　
分
～

３０

心
配
ご
と
交
通
事
故
・
一
般
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
産
後
ヨ
ー
ガ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

乳
児
計
測
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
前
９
時
～
９
時
　
分
３０

乳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

当
番
医

担
当
時
間

　
平
日
：
　
時
～
　
時
　
分

１８

２２

３０

　
休
日
：
９
時
～
　
時
　
分

２２

３０

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院（
全
日
対
応
で
す
が
、確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院（
水
曜
日
・
土
曜
日
　
受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

月1　月
日56789　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23

曜
日火水木金土日月火水木金土日月火水木金土

病
院
名

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク

堀
口
整
形
外
科

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

越
智
内
科
胃
腸
科

近
藤
外
科
内
科

友

成

医

院

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

平

野

内

科

山
田
外
科
内
科

吉
野
川
病
院

片

山

医

院

こ
や
ま
小
児
科
・

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク

新

居

内

科

田
根
内
科
胃
腸
科
医
院

つ
か
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク

北
島
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク

い
の
も
と
眼
科
内
科

大
久
保
内
科

住
所
/
電
話
番
号

北
島
町

6
9
8－

8
6
5
5

北
島
町

6
9
8－

5
1
1
1

北
島
町

6
9
8－

0
3
0
3

北
島
町

6
9
8－

3
1
1
1

藍
住
町

6
9
3－

1
1
8
8

上
板
町

6
9
4－

5
5
1
5

北
島
町

6
9
8－

5
1
5
7

北
島
町

6
9
8－

8
0
6
0

北
島
町

6
9
8－

5
5
0
0

北
島
町

6
9
8－

6
1
1
1

北
島
町

6
9
8－

2
6
2
5

藍
住
町

6
3
7－

3
2
1
1

北
島
町

6
9
8－

8
6
5
5

北
島
町

6
9
8－

8
8
0
8

北
島
町

6
9
8－

0
1
2
3

北
島
町

6
9
7－

2
3
2
3

北
島
町

6
9
7－

2
2
2
1

北
島
町

6
9
8－

8
8
8
7

藍
住
町

6
9
2－

1
2
2
0

月1　月2　月
日　24　25　26　27　28　29　30　31123456789　10

曜
日日月火水木金土日月火水木金土日月火水

病
院
名

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク

中
村
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

健
生
き
た
じ
ま

ク
リ
ニ
ッ
ク

く
ぼ
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

ル
ナ
ウ
イ
メ
ン
ズ

ク
リ
ニ
ッ
ク

こ
ま
つ
ば
ら

整

形

外

科

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク

浦

田

病

院

香

川

内

科

森

本

医

院

中
川
整
形
外
科

稲
次
整
形
外
科
病
院

浜

病

院

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

越
智
内
科
胃
腸
科

安

芸

内

科

清

水

内

科

小
松
泌
尿
器
科

住
所
/
電
話
番
号

上
板
町

6
3
7－

6
0
6
6

北
島
町

6
9
7－

3
2
1
3

北
島
町

6
9
8－

9
6
2
9

北
島
町

6
7
8－

7
1
4
1

北
島
町

6
9
7－

2
3
2
2

北
島
町

6
9
8－

5
1
0
8

藍
住
町

6
9
3－

1
0
2
1

松
茂
町

6
9
9－

2
9
2
1

藍
住
町

6
9
2－

9
7
7
0

藍
住
町

6
4
1－

4
1
4
1

藍
住
町

6
4
1－

2
2
8
8

藍
住
町

6
9
2－

5
7
5
7

藍
住
町

6
9
2－

2
3
1
7

藍
住
町

6
9
3－

3
0
2
0

北
島
町

6
9
8－

3
1
1
1

藍
住
町

6
9
2－

6
1
1
1

藍
住
町

6
9
2－

8
9
0
0

藍
住
町

6
9
2－

1
2
7
7

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、変
更
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、必
ず
電
話
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●



いたの　すがお
2016年1月号

２０

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

●
お
は
な
し
会
 

日
時
　
一
月
十
六
日
（
土
）

　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
～

会
場
　
文
化
の
館
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
容
　
紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　
　
無
料
で
す
。

　●
新
し
く
は
い
る
本
 

ブ
ル
ー
ア
ウ
ト
 

鈴
木
　
光
司
／
著

モ
ナ
ド
の
領
域
 

筒
井
　
康
隆
／
著

優
し
い
言
葉
 

群
　
よ
う
こ
／
著

孫
と
私
の
小
さ
な
歴
史

 

佐
藤
　
愛
子
／
著

魔
女
の
封
印
 

大
沢
　
在
昌
／
著

た
ん
ぽ
ぽ
団
地
 

重
松
　
　
清
／
著

天
下
人
の
茶
 

伊
東
　
　
潤
／
著

決
戦
！
三
國
志
 
田
中
　
芳
樹
　
他
／
著

薄
情
 

絲
山
　
秋
子
／
著

お
伊
勢
ま
い
り
 

平
岩
　
弓
枝
／
著

ゆ
う
か
ん
な
猫
ミ
ラ
ン
ダ

 

エ
レ
ナ
ー
・
エ
ス
テ
ィ
ス
／
作

ど
ー
だ
っ
！
 

後
藤
　
竜
二
／
文

ゆ
き
だ
る
ま
う
さ
ぎ
 
田
中
て
る
み
／
作

し
ろ
も
ち
く
ん
と
ま
め
も
ち
く
ん

 

庄
司
三
智
子
／
作

手
と
手
を
つ
な
い
で

 

マ
ー
ク
・
ス
ペ
ア
リ
ン
グ
／
文

「
植
物
た
ち
」

 

朝
倉
　
か
す
み
／
著

　「
こ
の
植
物
、
あ
の
子
に
似
て
る
」
植

物
の
不
思
議
な
生
態
は
、
あ
の
子
や
こ

の
子
に
そ
っ
く
り
。
人
間
の
不
可
思
議

な
行
動
を
植
物
の
生
態
に
模
し
て
描

く
、
朝
倉
か
す
み
版
・
植
物
誌
！

　「え
ん
ぎ
が
い
い
」

 

雨
宮
　
尚
子
／
作

　
ネ
コ
の
置
物
が
手
を
あ
げ
て
い
る
の

は
な
ぜ
？
ど
う
し
て
キ
ツ
ネ
は
神
社
に

い
る
の
？
昔
か
ら「
良
い
こ
と
を
呼
ぶ
」

と
言
わ
れ
て
い
る
動
物
を
み
つ
け
て
、

た
の
し
く
日
本
の
知
恵
を
学
ぶ
、
切
り

絵
の
絵
本
で
す
。

1月・2月の休館日　表中　　
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、

お
健
や
か
で
よ
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
今
年
は
、
申
年
で
す
。
申
年

は
、「
申
（
さ
る
）」
が
「
去
る
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
病

気
が
去
る
、
悪
い
こ
と
が
去
る

な
ど
、
良
い
こ
と
や
幸
せ
が
訪

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
平
和
な
良
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

あ
と
が
き

№
238

文
化
の
館
だ
よ
り

※２月７日は「童謡とわらべ歌のつどい」開催のため臨時休館日といたします。

はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子

「
板
中
生
と
し
て
の
誇
り
」

板
野
中
学
校

○
板
野
中
学
校
で
は
、
毎
年
秋

に
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。
全
校
生
徒
が
学
級
ご

と
に
ク
ラ
ス
の
想
い
を
歌
に
込

め
て
発
表
す
る
姿
を
、
保
護
者

の
方
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

歌
が
上
手
か
ど
う
か
も
あ
り
ま

す
が
、
ど
れ
だ
け
ク
ラ
ス
が
ま

と
ま
れ
る
か
を
試
さ
れ
る
行
事

で
す
。

○
十
一
月
五
日
に
は
板
野
郡
人

権
教
育
研
究
大
会
が
本
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
活
発
な
発
表

や
、
授
業
冒
頭
で
学
級
歌
を
歌

う
ク
ラ
ス
も
あ
り
、
他
校
の
先

生
方
か
ら
は
、
板
野
中
学
校
の

生
徒
が
、
真
剣
に
人
権
に
つ
い

て
学
ん
で
い
る
こ
と
、
学
校
全

体
が
非
常
に
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
で
あ
る
こ
と
を
褒
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○
毎
朝
練
習
し
て
い
る
駅
伝
部

で
す
が
、
十
一
月
十
五
日
に
行

わ
れ
た
徳
島
県
中
学
校
駅
伝
競

走
大
会
に
お
い
て
女
子
が
三
位

入
賞
し
ま
し
た
。
男
子
も
あ
と

二
分
記
録
を
伸
ば
せ
ば
、
八
位

以
内
が
見
え
て
き
ま
す
。
二
月

に
行
わ
れ
る
県
新
人
駅
伝
大
会

が
楽
し
み
で
す
。
今
後
と
も
板

野
中
学
校
教
育
へ
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

2 月
土金木水火月日
654321
13121110987
20191817161514
27262524232221

2928

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

板野郡人権教育研究大会研究授業

合唱コンクール

1 月
土金木水火月日
21
9876543
16151413121110
23222120191817
30292827262524

31
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